
 

 

 

 

 

2011年 4月 

報道関係各位 

  

東京理科大学 グローバル COEプログラム 

「先導的火災安全工学の東アジア教育研究拠点」 

東日本大震災の津波と火災 現地調査報告会のご案内 

 
■日 時：5月 12日（木）13：30～16：50（受付 13：00～） 

■会 場：東京理科大学神楽坂キャンパス 2号館 

 

東京理科大学 

 

拝 啓 貴社益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼

申し上げます。 

 

2011年 3月 11日に発生いたしました東日本大震災において被災された皆様に心よりお見

舞いを申し上げます。一日も早い復旧・復興と皆様のご健康を心からお祈り申し上げます。 

 

さて、東京理科大学（学長：藤嶋 昭）は、来る 5 月 12 日（木）13：30～16：50、国際

火災科学研究科 グローバル COE「先導的火災安全工学の東アジア教育研究拠点」が東日本大

震災の被災地で実施した、津波被害及び火災被害の調査結果を報告いたします。 

 

今般の大震災では、津波による甚大な被害に加え、津波に襲われた各所で大規模な火災が

発生しました。本学は、火災という現象を科学的に分析し、今後の防災に役立てるため今般

の火災被害の十分な調査と分析が必要と考え、「TUS東日本大震災調査本部」（略称：TUS調査

本部）を設置し、現地での調査を行なってまいりました。報告会では、調査から見えてきた、

東日本大震災の津波被害、火災被害の実態だけでなく、地震調査全体の動き、地震火災の全

体的な特徴などについて、学内関係者・学生を対象に発表いたします。つきましては、報道

関係の皆様のお席をご用意させていただきます。 

時節柄、ご多忙中とは存じますが、ご出席賜りますよう何卒よろしくお願い申しあげます。 

なお、誠に勝手ながら会場の準備の都合上、5月 10日（火）までに出欠のご都合を、別紙

の返信用 FAXにてご連絡いただければ幸甚です。             

敬具 

 

 

※本学では、火災から人命と財産を守るための安全技術及びそれを支える火災科学に関する研究

を推進する研究拠点として、1981 年に「総合研究所火災科学研究部門」が設立されました。

国内には、こうした火災科学の研究機関を有する大学は他にはなく、2010 年には、変容する

都市空間における火災リスクの抑制を目標に、国際火災科学研究科を新設し、火災リスクに対

して有効な対策を選定する能力を持つ人材育成に努めております。 
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東京理科大学 グローバル COEプログラム 

東日本大震災の津波と火災 現地調査報告会 概要 

 

■日 時： 2011年 5月 12日（木）13：30～16：50（受付 13：00～） 

 

■会 場： 東京理科大学神楽坂キャンパス 2号館 241号室 

東京都新宿区神楽坂 1-3  

 

■アクセス：JR総武線、地下鉄有楽町線、東西線、南北線飯田橋駅下車 徒歩 3分 

大江戸線飯田橋駅下車 徒歩 10 分 
 

■出席者： 東京理科大学大学院国際火災科学研究科・東京理科大学工学部第二部建築学科 
教授 辻本 誠 

東京理科大学大学院国際火災科学研究科 教授 関沢 愛 

東京理科大学 総合研究機構 火災科学研究センター 教授 小林 恭一 
東京理科大学 総合研究機構 火災科学研究センター  

プロジェクト研究員 西田 幸夫 

 

■当日スケジュール： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

～報道関係者並びに読者の皆様からのお問い合わせ～ 
東京理科大学 広報課 (担当：柴﨑・小原)   

TEL：03-5228-8107 FAX：03-3260-5823 E-mail：koho@admin.tus.ac.jp 

 

＜所在地＞ 

時間 プログラム 発表者

13：30～13：35 開会の挨拶 辻本 誠

13：35～13：50 今般の地震調査全体の動きと東京理科大学のスタンスと活動 辻本 誠

13：50～14：20 TUS調査本部の立ち上げと地震火災の全体的な特徴について 関沢　愛

14：20～14：50 岩手県、宮城県の津波被害と火災被害 小林　恭一

14：50～15：20 関東エリアでの津波被害と火災被害 西田　幸夫

15：40～16：40 質疑応答

16：40～16：50 閉会の挨拶と今後の抱負 辻本 誠

休憩（20分間）

 



 

 

 

 ご出欠用紙 

  東京理科大学 広報課行 

   FAX 番号 0120-653-545（フリーダイヤル） 
もしくは 03-3571-5382 

 

諸準備の都合上、大変お手数ではございますが、下記要項をご記入のうえ、2011 年 5 月 10

日（火）までに FAXにてご返信くださいますようお願いいたします。 

 

 

東京理科大学 グローバル COE プログラム 
東日本大震災の津波と火災 現地調査報告会 
【日時】2011 年 5 月 12 日（木）13：30～16：50  

 

□ご出席  □ご欠席 
（□にチェックをお願いいたします） 

 

 

貴社名/貴紙・誌名 

 

 

 

 

ご部署名 

 

 

 

 

ご出席者名 

 

 

 

 

（計   名様） 

 

ご連絡先 

 

TEL. FAX. 

 

通信欄 

 

ご質問・ご要望がございましたらご記入下さい 
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